
阪
口
市
長
：
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に

対
す
る
取
組
を
進
め
て
い
っ
て
ほ
し

い
。

南
出
市
長
：
昨
今
の
異
常
気
象
等
は

地
球
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
か
聞

こ
え
な
い
。
一
人
ひ
と
り
、
自
治
体

が
連
携
す
る
こ
と
で
何
が
で
き
る

か
っ
て
こ
と
を
考
え
る
機
会
に
な
れ

ば
い
い
。

辻
市
長
：
環
境
問
題
は
世
界
全
体
で

取
り
組
ま
な
い
と
い
け
な
い
大
き
な

課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
人

が
小
さ
な
事
か
ら
取
り
組
ん
で
い
く

し
か
な
い
。

阪
口
市
長
：
と
か
く
に
人
の
世
は
住

み
に
く
い
。

ど
こ
へ
越
し
て
も
住
み
に
く
い
と

悟
っ
た
時
、
詩
が
生
れ
て
、
画
が
出

来
る
。
意
地
を
通
せ
ば
窮
屈
だ
。
山

奥
田
審
議
官
：
路
を
登
と
か
く
に
人

の
世
は
住
み
に
く
い
。

　８月３１日、今回で１０回目となる防災シンポジウムを開催しました。第１部では「複合化する災害か
ら命を守る」をテーマに、兵庫県立大学大学院の阪本教授による基調講演、第２部では「自分の命は自
分で守り助けが必要な人を地域で守る」をテーマに、パネルディスカッションを行いました。

‐

基
調
講
演‐

避
難
は
情
報
を
よ
く
見
て

自
分
自
身
で
判
断
す
る

‐

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン‐

高石副市長

福井　淳太

河
野
氏
：
バ
カ
ン
マ
ッ
プ
は
、
避
難
所
の

開
設
状
況
や
、
４
段
階
で
の
混
雑
状
況
が

地
図
上
で
把
握
で
き
る
災
害
時
の
支
援

ツ
ー
ル
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
「
密
」
状

況
の
把
握
が
重
要
に
な
る
た
め
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。
一
人
ひ
と
り
に
「
自
分

の
命
を
守
る
行
動
」
を
と
っ
て
も
ら
い
、

そ
の
上
で
助
け
が
必
要
な
人
に
は
地
域
ぐ

る
み
で
支
え
る
仕
組
み
づ
く
り
を
私
も
一

緒
に
実
現
し
て
い
き
た
い
で
す
。

山
路
氏
：
私
の
自
治
会
で
は
、
総
合
防
災

マ
ッ
プ
の
配
付
を
契
機
に
、
市
の
防
災
担

当
に
も
相
談
し
な
が
ら
、
地
区
防
災
計
画

の
一
項
目
と
し
て
『
声
か
け
マ
ッ
プ
』
を

作
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災
害
時
に
声

か
け
の
必
要
が
あ
る
方
が
ど
こ
に
住
ん
で

い
る
の
か
、
一
目
で
わ
か
る
も
の
で
す
。

こ
の
よ
う
な
計
画
を
自
治
会
の
役
員
だ
け

で
な
く
、
地
域
の
住
民
一
人
ひ
と
り
が
理

解
し
、
同
じ
行
動
を
と
れ
る
よ
う
に
す
る

こ
と
が
、
地
域
で
助
け
が
必
要
な
人
を
守

る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鈴
木
氏
：
地
区
防
災
計
画
に
基
づ
く
取
り

組
み
を
進
め
る
た
め
に
は
、
若
い
世
代
の

力
が
大
切
で
す
。
平
時
か
ら
だ
ん
じ
り
祭

な
ど
で
若
い
世
代
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

色
々
な
話
を
す
る
中
で
防
災
の
話
を
す
る

な
ど
、
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
向
こ
う
三
軒

両
隣
作
戦
」
と
名
付
け
、
平
時
か
ら
ご
近

所
ど
お
し
が
声
か
け
を
し
な
が
ら
動
く
こ

と
を
習
慣
づ
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
災

害
時
に
玄
関
に
タ
オ
ル
を
か
け
る
こ
と
で

安
否
確
認
が
で
き
る
よ
う
に
、
鉢
巻
き
タ

オ
ル
の
配
付
も
考
え
て
い
ま
す
。
常
に
課

題
を
出
し
、
検
討
を
続
け
る
地
域
づ
く
り

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
の
継
続
に
よ
り
、
ま
ち
全
体
の
防
災
意

識
を
高
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〜
情
報
と
避
難
を
結
び
つ
け
る
〜

〜
ど
こ
が
安
全
か
日
頃
か
ら
考
え
る
〜

助
け
が
必
要
な
方
を
地
域

ぐ
る
み
で
守
る

自
分
の
命
は
自
分
で
守
り
　
助
け
が
必
要
な
人
を
地
域
で
守
る
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福
井
副
市
長
：
危
機
管
理
の
基
本
は
、

災
害
を
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
で
す
。
ど

の
よ
う
な
災
害
で
ど
の
よ
う
な
危
険
が

自
身
に
ふ
り
か
か
る
の
か
を
総
合
防
災

マ
ッ
プ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
に
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
情
報
を

収
集
し
、
勇
気
を
持
っ
て
躊
躇
無
く
避

難
行
動
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、

余
裕
が
あ
れ
ば
助
け
が
必
要
な
方
を
地

域
ぐ
る
み
で
守
り
、
多
く
の
命
を
助
け

て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
地
域
の
地
区
防
災
計
画
と
し
て
取
り

ま
と
め
、
皆
が
同
じ
認
識
を
持
つ
こ
と

が
重
要
で
す
。

※個人情報保護のため、仮想の地区で例示しています。

　
総
合
防
災
マ
ッ
プ
に
は
危
険
な
場
所
が

示
さ
れ
て
お
り
、
読
み
解
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
自
分
の
家
に
危
険
が
及
ば
な
い
か

か
を
確
認
し
、
危
険
な
場
合
は
ど
こ
に
逃

げ
る
べ
き
か
を
日
頃
か
ら
考
え
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

〜
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
を
考
え
る
〜

　
コ
ロ
ナ
禍
で
の
避
難
所
運
営
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
に
感
染
症
を
持
ち
込
ま
な
い
、

感
染
さ
せ
な
い
事
が
重
要
で
す
。
避
難
所

の
受
付
で
体
調
不
良
の
方
を
振
り
分
け
た

り
、
避
難
所
内
で
人
と
人
と
が
距
離
を
と

れ
る
よ
う
に
区
分
け
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
避
難
生
活

お
役
立
ち
サ
ポ
ー
ト
ブ
ッ
ク
」
と
い
う
冊

子
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い

ま
す
の
で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
る
と
、
危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避

難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
情
報

が
出
る
前
に
情
報
を
収
集
し
、
自
身
で
安

全
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
被
災
地
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
い
世

代
は
情
報
に
敏
感
で
あ
り
、
取
得
し
た
情

報
か
ら
危
機
を
感
じ
、
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
高
齢
世
代
は

情
報
が
危
機
意
識
に
直
結
し
に
く
く
、
家

族
や
ご
近
所
か
ら
の
声
か
け
が
避
難
行
動

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
近
隣
住
民
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り

声
か
け
を
す
る
仕
組
み
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。
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福
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機
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の
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で
す
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と
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め
、
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認
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持
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と
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す
。

※個人情報保護のため、仮想の地区で例示しています。
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に
は
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な
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に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
５
月
に
災
害
対
策
基
本
法
が
改
正

さ
れ
、
警
戒
レ
ベ
ル
４
の
避
難
指
示
が
発

令
さ
れ
る
と
、
危
険
な
場
所
か
ら
全
員
避

難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
情
報

が
出
る
前
に
情
報
を
収
集
し
、
自
身
で
安

全
が
確
保
で
き
る
よ
う
に
備
え
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
被
災
地
で
の
調
査
に
よ
る
と
、
若
い
世

代
は
情
報
に
敏
感
で
あ
り
、
取
得
し
た
情

報
か
ら
危
機
を
感
じ
、
避
難
行
動
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
高
齢
世
代
は

情
報
が
危
機
意
識
に
直
結
し
に
く
く
、
家

族
や
ご
近
所
か
ら
の
声
か
け
が
避
難
行
動

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
近
隣
住
民
で
グ
ル
ー
プ
を
作
り

声
か
け
を
す
る
仕
組
み
も
検
討
さ
れ
て
い

ま
す
。

新たな避難情報と警戒レベル

問合先　危機管理課☎（275）62４7
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第1１回　高石市地震・津波

問合先　危機管理課☎（275）6247

　南海トラフ巨大地震が発生すると、本市で
は地震発生から約 100 分後に最大 5ｍの津波
が到達すると想定されています。訓練では、
大津波警報が発表されたと想定し、いち早く
浸水想定区域から鴨公園をめざして高台に避
難してください。また、支援が必要で浸水想
定区域外への避難が
難しい方は、自主防
災組織と連携して、
津波避難ビル等に避
難してください。

津波避難訓練（鴨公園へ）津波避難訓練（鴨公園へ）津波避難訓練（鴨公園へ）

11 月 5 日（金）

直下型地震訓練（取石小学校へ）直下型地震訓練（取石小学校へ）

　上町断層帯による直下型地震では、「同
時多発火災」による被害が想定されていま
す。訓練では、近隣で火災が発生したと想
定し、火災から身を守るため、最寄りの指
定緊急避難場所へ避難してください。取石
小学校運動場では、小型ポンプを使用した
初期消火訓練を
実施します。

津波浸水想定区域内及び近接する区域
（千代田・高師浜・加茂・綾園・羽衣・
東羽衣・西取石の一部）

対象区域 取石小学校区対象区域

 

　コロナ禍を想定した避難所開設訓練に加えて、総合防災マップで紹介
しているバカンマップなどの災害時に活用できるサービスについて展示
を行います。

総合体育館、取石小学校体育館実施場所

やや混雑

市
やや混雑

バカンマップ
（イメージ）

臨 海 部

府道堺阪南線
南海本線
浸水想定境界線

文
取石小学校

鴨公園鴨公園

臨 海 部

午後午後１１時時 分ごろ分ごろ
地震発生！？地震発生！？

3030

　皆さまに安全・安心にご参加いただくため、事前に自主防災組織や参加事業所等で参加申し込み
をしてください。個人参加の場合は会場で名簿にご記入ください。
　避難行動中は周囲の方と十分に距離を保って移動してください。また、訓練中に体調が悪くなっ
た場合等は、列から離れ、マスクを外すなど、無理のない行動を意識してください。
　総合体育館及び取石小学校体育館では、混雑の状況により入場制限をさせていただく場合がござ
いますので、あらかじめご了承下さい。

訓練にあたっての新型コロナウイルス感染症対策についてお願いします！

総 合 避 難 訓 練

体験しよう！体験しよう！

バカンマップはこち
らのＱＲコードから
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